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一
、
前
川
淨
二
家
︵
前
川
写
真
館
︶
資
料

す
で
に
『
市
史
通
信
』
第
六
号
（
二
〇
〇

九
年
一
一
月
）
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
横
浜

市
史
資
料
室
は
二
〇
〇
九
（
平
成
二
一
）
年

に
神
奈
川
区
の
前
川
写
真
館
か
ら
関
東
大
震

災
関
係
の
写
真
帳
の
寄
贈
を
受
け
た
。
そ
の

後
も
同
館
三
代
目
の
前
川
淨
二
氏
の
ご
好
意

に
よ
り
、
約
四
〇
〇
〇
枚
の
ガ
ラ
ス
乾
板
を

は
じ
め
各
種
資
料
の
ご
寄
贈
を
頂
い
た
。
当

資
料
室
で
は
、
鋭
意
、
整
理
作
業
を
進
め
る

と
同
時
に
、
整
理
の
済
ん
だ
資
料
を
横
浜
開

港
資
料
館
の
企
画
展
「
下
岡
蓮
杖
開
業
一

五
〇
周
年
記
念　

フ
ォ
ト
ス
タ
ジ
オ
の
聖

地
・
横
浜
」
（
二
〇
一
二
年
二
月
一
日
〜
四

月
一
五
日
）
に
出
陳
す
る
な
ど
、
一
般
公
開

に
む
け
た
準
備
を
進
め
て
い
る
。

さ
て
、
寄
贈
さ
れ
た
資
料
群
の
中
で
最
も

重
要
な
位
置
を
占
め
る
の
は
、
何
と
言
っ
て

も
初
代
・
前
川
謙
三
に
関
す
る
書
類
や
写
真

類
で
あ
る
。
明
治
期
に
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
、

帰
国
後
は
六
桜
社（
現
・
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
）

や
東
京
美
術
学
校
（
現
・
東
京
芸
術
大
学
）
、

小
西
六
写
真
専
門
学
校
（
現
・
東
京
工
芸
大

学
）
な
ど
で
後
進
の
指
導
に
あ
た
っ
た
謙
三

は
、
横
浜
の
近
現
代
史
の
一
端
を
語
る
だ
け

で
な
く
、
日
本
の
写
真
史
を
考
察
す
る
上
で

も
重
要
な
人
物
で
あ
ろ
う
。

か
つ
て
筆
者
は
「
前
川
謙
三
︱
「
関
東
大

震
災
」
を
記
録
し
た
写
真
家
の
生
涯
」
（
季

刊『
横
濱
』
第
二
九
号
、二
〇
一
〇
年
七
月
）

に
お
い
て
謙
三
の
人
物
像
を
紹
介
し
た
が
、

そ
の
後
の
調
査
で
新
た
な
発
見
や
事
実
誤
認

も
判
明
し
た
。
そ
こ
で
今
回
は
、
前
川
淨
二

家
資
料
の
一
部
を
紹
介
し
つ
つ
、改
め
て「
前

川
謙
三
」
の
生
涯
を
追
っ
て
み
た
い
。

二
、
上
京
と
留
学

前
川
淨
二
家
資
料
に
は
、
前
川
謙
三
の
経

歴
を
語
る
資
料
と
し
て
、
①
「
履
歴
書
」

と
②
「
此
の
道
親
子
三
代
」
（
下
書
き
・
清

書
）
の
二
種
類
が
あ
る
。
前
者
は
謙
三
本
人

の
記
し
た
も
の
で
、
自
ら
の
誕
生
か
ら
写
真

館
開
業
ま
で
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一

方
、
後
者
は
謙
三
の
長
男
で
あ
る
順
三
（
前

川
写
真
館
二
代
目
）
が
記
し
た
手
記
で
、
自

身
の
経
験
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
父
親
の
生
涯

を
語
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
二
つ
の

資
料
を
中
心
に
謙
三
の
生
涯
を
再
現
し
て
い

き
た
い
。

一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
一
一
月
一
三
日
、

前
川
謙
三
は
福
井
県
大
野
郡
鹿
谷
村
大
字
矢

戸
口
（
現
・
勝
山
市
鹿
谷
町
矢
戸
口
）
の
医

師
・
前
川
九
兵
衛
の
次
男
と
し
て
生
れ
た
。

同
村
鹿
渓
小
学
校
を
卒
業
し
た
謙
三
は
、一

八
八
八（
明
治
二
一
）年
七
月
に
東
京
府
芝
区

新
桜
田
町
の
丸
木
写
真
館
に
入
門
し
、
写
真

師
の
道
を
歩
む
よ
う
に
な
る
。

館
主
の
丸
木
利
陽
は
謙
三
と
同
じ
く
福
井

県
出
身
で
、
二
見
朝
陽
・
朝
隈
に
学
ん
だ
後
、

新
橋
に
豪
壮
な
写
真
館
を
構
え
た
。
ま
た
、

後
年
、
帝
室
技
芸
員
や
東
京
写
真
業
組
合
の

組
合
長
を
務
め
る
な
ど
、
小
川
一
真
と
と
も

に
、
写
真
界
の
重
鎮
と
な
っ
た
。
謙
三
が
丸

木
に
入
門
し
た
理
由
は
定
か
で
は
な
い
が
、

地
縁
に
基
づ
く
も
の
が
大
き
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
実
際
、
丸
木
一
門
の
多
く
は
福
井

県
人
で
占
め
ら
れ
て
い
た
（
光
山
香
至
著
・

発
行
『
丸
木
利
陽
伝
』
、
一
九
七
七
年
）
。

そ
の
後
、
丸
木
の
も
と
で
写
真
術
の
基
礎

を
学
ん
だ
謙
三
は
五
年
間
の
契
約
期
間
を
終

え
た
後
も
技
師
と
し
て
丸
木
写
真
館
に
残
り
、

写
真
術
の
腕
を
磨
い
て
い
っ
た
。
そ
れ
と
同

時
に
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
か
ら
築
地

明
石
町
の
サ
ン
マ
ー
ス
英
語
学
校
で
語
学
を

学
び
、
三
年
後
の
一
八
九
八
（
明
治
三
一
）

年
に
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
て
写
真
術
の
研
究
を

行
っ
た
。
前
掲
『
丸
木
利
陽
伝
』
に
依
れ
ば
、

謙
三
の
留
学
の
背
景
に
は
、
最
新
の
レ
ン
ブ

ラ
ン
ト
採
光
法
を
取
り
入
れ
よ
う
と
す
る
丸

木
の
意
図
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

渡
米
し
た
謙
三
は
最
初
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
の
写
真
館
で
学
ん
だ
後
、一
九
〇
一（
明

治
三
四
）
年
に
セ
ン
ト
ル
イ
ス
市
の
ギ
ュ
イ

リ
ン
写
真
専
門
学
校
に
入
学
、
そ
こ
で
最
新

式
の
採
光
法
や
印
画
法
を
習
得
し
た
。
さ
ら

に
卒
業
後
は
北
米
各
都
市
の
写
真
館
で
実
地

研
究
を
重
ね
た
後
、一
九
〇
二（
明
治
三
五
）

年
に
帰
国
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

帰
国
後
、
謙
三
は
丸
木
写
真
館
の
館
主
代

理
に
就
任
し
、
ア
メ
リ
カ
で
学
ん
だ
技
術
を

写
真
館
の
運
営
に
活
か
し
て
い
く
。
特
に
謙

三
の
持
ち
帰
っ
た
採
光
法
は
丸
木
式
採
光
法

と
し
て
次
第
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
。

三
、
六
桜
社
時
代
の
前
川
謙
三

一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
八
月
、
前
川

謙
三
は
海
軍
水
路
大
監
・
荒
畑
岩
次
郎
の
次

女
静
子
と
結
婚
す
る
。
前
川
淨
二
家
資
料
の

な
か
に
は
、
静
子
の
記
し
た
日
記
（「
明
治

三
十
八
年
文
月　

お
ぼ
え
が
き
」）
が
あ
り
、

短
い
期
間
で
あ
る
が
新
婚
時
の
日
常
生
活
や

人
的
繋
が
り
が
窺
え
る
。

一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
、
謙
三
は
丸

木
写
真
館
を
辞
し
、
翌
年
か
ら
東
京
府
淀
橋

町
大
字
角
筈
の
六
桜
社
写
真
部
（
小
西
六
兵

衛
店
、
後
の
コ
ニ
カ
）
に
技
師
と
し
て
勤
務

す
る
。
こ
の
時
期
、
謙
三
は
写
真
術
の
研
究

に
専
念
し
つ
つ
、
全
国
を
巡
り
な
が
ら
写
真

術
の
講
習
会
等
を
開
い
て
い
っ
た
。
そ
の
活

動
の
一
端
は
「
六
桜
社
の
一
日
」
（『
写
真

月
報
』
第
一
三
巻
第
六
号
、
一
九
〇
八
年
六

月
）
な
ど
に
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
写
真
に
関
す
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
の

審
査
員
と
し
て
も
活
躍
し
て
お
り
、
例
え
ば
、

一
九
〇
八
年
三
月
に
行
わ
れ
た
時
事
新
報
社

【写真①】修業時代の前川謙三
丸木写真館撮影　前川淨二家資料

【写真②】丸木写真館時代の前川謙三
前川淨二家資料

横
浜
現
代
史
人
物
伝
②

 

写
真
家
・
前
川
謙
三
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主
催
の
美
人
写
真
審
査
会
で
は
、
洋
画
家
の

岡
田
三
郎
助
や
彫
刻
家
の
高
村
光
雲
、
人
類

学
者
の
坪
井
正
五
郎
と
と
も
に
、
最
終
審
査

員
の
一
人
に
名
を
連
ね
て
い
る
（『
時
事
新

報
』
一
九
〇
八
年
二
月
二
四
日
、
同
三
月
一

日
）
。
写
真
師
と
し
て
の
謙
三
の
眼
は
周
囲

か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
同
時
期
、謙
三
は
小
西
六
系
の『
写

真
月
報
』
に
自
身
の
作
品
や
論
文
を
多
く
寄

せ
て
お
り
、
写
真
技
術
の
普
及
や
啓
蒙
活
動

に
努
め
て
い
た
。
例
え
ば
、
【
写
真
③
】
の

前
川
謙
三
撮
影
「
下
岡
蓮
杖
翁
肖
像
」
は
『
写

真
月
報
』
第
一
三
巻
第
一
号
（
一
九
〇
八
年

一
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

か
つ
て
筆
者
は
こ
の
写
真
の
撮
影
時
期
を
前

川
写
真
館
の
開
業
後
と
考
え
て
い
た
が
、
雑
誌

掲
載
の
時
期
か
ら
そ
の
直
前
に
撮
影

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
謙
三
は
こ

の
写
真
を
大
変
気
に
入
っ
て
い
た
よ

う
で
、
謙
三
の
弟
子
で
あ
る
山
根
哲

氏
の
話
に
依
れ
ば
、【
写
真
④
】の
よ

う
に
、
前
川
写
真
館
の
一
階
に
大
き

く
掲
げ
て
い
た
と
い
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
丸
木
写
真
館

を
巣
立
っ
た
謙
三
は
、
六
桜
社
時
代
に
活
発
な

活
動
を
展
開
し
て
お
り
、
人
脈
の
幅
を
拡
げ
て

い
っ
た
。
結
果
的
に
、
六
桜
社
時
代
の
経
験
が

後
の
教
育
者
と
し
て
の
謙
三
の
立
場
を
築
い
て

い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

四
、
前
川
写
真
館
の
開
業

六
桜
社
時
代
、
前
川
謙
三
は
写
真
館
営
業

に
関
す
る
自
ら
の
考
え
を
『
写
真
月
報
』
で

度
々
述
べ
て
お
り
、
「
写
真
家
が
写
真
術
に

熱
心
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
の
は
勿
論
で
す
が
、

営
業
し
て
居
る
以
上
は
華
客
に
向
て
忠
実
で

な
く
て
は
困
る
」
と
、
接
客
の
重
要
性
を
訴

え
て
い
る（「
営
業
雑
感
」
、
『
写
真
月
報
』

第
一
一
巻
第
一
号
、
一
九
〇
六
年
一
月
）
。

こ
う
し
た
謙
三
の
考
え
を
体
現
し
た
の
が
横

浜
の
「
前
川
写
真
館
」
で
あ
っ
た
。

一
九
〇
九
（
明
治
四
二
）
年
八
月
、
六
桜

社
を
退
社
し
た
謙
三
は
、
同
年
一
〇
月
一
八

日
に
横
浜
市
山
下
町
三
七
番
（
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
裏
）
に
前
川
写
真
館
を
開
業
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
同
月
の
『
写
真
月
報
』

第
一
四
巻
第
一
〇
号
は
、
前
川
写
真
館
の
開

業
を
告
げ
る
記
事
を
掲
載
し
、
「
前
川
氏
は

二
十
有
餘
年
間
内
地
及
海
外
に
於
て
研
究
を

積
み
人
物
写
真
撮
影
に
就
き
て
は
薀
蓄
深
く
、

写
真
界
の
暁
将
と
し
て
声
明
あ
る
の
人
、
氏

は
叮
嚀
と
迅
速
を
旨
と
し
特
殊
の
技
能
を
奮

ひ
て
専
心
人
物
写
真
の
撮
影
に
従
事
し
つ
ゝ

あ
れ
ば
氏
の
成
功
は
期
す
べ
き
な
り
」
と
、

謙
三
の
新
た
な
門
出
を
後
押
し
し
た
。

し
か
し
、
開
業
三
日
目
に
し
て
謙
三
は
大

き
な
災
難
に
見
舞
わ
れ
る
。
一
〇
月
二
一
日

午
前
四
時
頃
、
山
下
町
六
九
番
地
の
工
場
か

ら
火
災
が
発
生
し
、
隣
接
す
る
山
下
町
三
六

番
地
か
ら
三
八
番
地
に
燃
え
移
っ
た
（『
横
浜

貿
易
新
報
』
一
九
〇
九
年
一
〇
月
二
二
日
）
。

こ
れ
に
よ
っ
て
前
川
写
真
館
も
失
わ
れ
た
が
、

謙
三
は
六
桜
社
の
支
援
を
受
け
つ
つ
、
翌
一

九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
四
月
に
新
た
な
写

真
館
を
弁
天
通
三
丁
目
に
開
い
た
。

謙
三
が
横
浜
を
開
業
の
地
に
選
ん
だ
理
由

は
定
か
で
は
な
い
が
、
得
意
の
英
語
を
全
面

に
掲
げ
て
営
業
を
展
開
し
た
点
か
ら
、
開
港

場
と
し
て
の
性
格
や
居
留
外
国
人
の
存
在
が

大
き
か
っ
た
と
推
察
で
き
る
。
自
ら
に
加
え
、

妻
静
子
も
英
語
に
堪
能
だ
っ
た
の
で
外
国
人

の
客
も
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
う
し
た
前
川
写
真
館
の
様
子
は
、『
写
真

月
報
』
第
一
九
巻
三
号
（
一
九
一
四
年
三
月
）

掲
載
の
小
野
泰
正「
横
浜
市
に
前
川
先
生
を
訪

ふ
記
」
か
ら
も
窺
え
る
。
同
記
事
は
全
国
を
巡

ろ
う
と
す
る
青
年
写
真
師
の
記
録
で
、「
間
口
四

間
あ
り
二
階
建
の
西
洋
館
に
て
店
舗
に
カ
ビ
ネ

判
や
ら
八
ツ
切
四
ツ
切
の
写
真
十
数
葉
を
陳
列

し
、い
ず
れ
も
見
事
な
御
写
真
の
み
で
あ
っ
た
」

と
、
前
川
写
真
館
の
外
観
を
記
し
て
い
る
。
さ

ら
に
内
部
の
様
子
を
見
る
と
、「
撮
影
客
の
半
数

は
外
国
人
と
の
事
と
て
、
装
飾
の
御
写
真
其
他

見
本
の
御
写
真
中
其
約
四
分
通
り
は
、
外
国
人

の
写
真
で
あ
っ
た
」
と
あ
り
、
外
国
人
の
撮
影

に
重
き
を
置
い
て
い
た
点
が
わ
か
る
。

一
九
一
八　
（
大
正
七
）
年
に
横
浜
通
信
社

の
刊
行
し
た『
横
浜
社
会
辞
彙
』は
謙
三
を「
君

は
金
港
一
流
の
写
真
師
」
と
評
し
、
「
其
撮

影
法
及
び
撮
影
場
は
米
国
流
の
最
新
式
に
て

従
来
の
旧
式
と
異
な
り
特
得
の
技
能
は
既
に

人
の
知
る
所
な
る
も
君
は
益
々
技
術
を
精
練

し
て
毫
も
怠
ら
す
（
中
略
）
益
々
其
業
務
を

拡
張
し
門
前
市
を
為
し
名
声
金
港
に
洽
し
」

と
繁
盛
す
る
様
子
を
記
し
て
い
る
。
前
川
写

真
館
は
順
調
に
発
展
し
つ
つ
、
横
浜
の
中
に

根
を
下
ろ
し
て
い
っ
た
。

五
、
教
育
者
と
し
て
の
前
川
謙
三

前
川
写
真
館
に
は
、
館
主
で
あ
る
前
川
謙

三
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
写
真
技
師
（
番
頭
）

【写真③】下岡蓮杖翁肖像
前川淨二家資料

【写真⑤】弁天通三丁目の前川写真館　1910年代　横浜開港資料館所蔵絵葉書

【写真④】昭和期の前川写真館の内部
山根哲家資料
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●横浜現代史人物伝②写真家・前川謙三

の
ほ
か
、

常
時
数

名
の
門

下
生
が

住
み
込

み
で
働

い
て
お

り
、
謙

三
の
厳

し
い
指

導
を
受

け
て
い

た
。
順

三
も
手
記
に
「
門
生
も
、
年
と
共
に
変
遷
は

あ
っ
た
が
、
略
、
全
国
か
ら
集
ま
り
、
厳
し

く
仕
付
け
ら
れ
、
鍛
え
ら
れ
て
、
大
部
分
の

人
が
、
所
を
得
、
写
真
館
主
と
し
て
一
本
立

ち
し
て
行
っ
た
」
と
記
し
て
い
る
。

一
方
、
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
二
月
に

東
京
美
術
学
校
が
臨
時
写
真
科
を
設
置
す
る

と
、
謙
三
は
同
校
に
寄
付
金
を
送
っ
た
だ
け

で
な
く
、
修
正
実
習
の
講
師
と
し
て
招
か
れ

た
。
そ
の
時
は
体
調
を
崩
し
た
た
め
、
僅
か

一
年
で
職
を
辞
し
た
が
、
古
巣
の
小
西
六
が

一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
四
月
に
小
西
六

写
真
専
門
学
校
を
開
く
と
、
自
ら
も
そ
れ
に

参
画
し
、
修
正
術
の
担
当
講
師
と
し
て
教
壇

に
立
っ
た
。
同
校
の
開
校
を
告
げ
る
『
読
売

新
聞
』
の
記
事
は
、
「
教
授
は
前
川
謙
三
、

加
藤
精
一
、
秋
山
轍
輔
等
の
有
名
な
写
真
技

師
が
当
た
る
べ
く
」
と
、
謙
三
の
名
を
報
じ

て
い
る
（
同
年
二
月
一
二
日
）
。

謙
三
は
自
分
の
写
真
館
と
写
真
専
門
学
校

で
多
く
の
写
真
家
を
育
成
し
、
そ
の
教
え
子

は
全
国
の
写
真
館
で
活
躍
し
て
い
っ
た
。

六
、
関
東
大
震
災
と
前
川
写
真
館

一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
九
月
一
日
の

関
東
大
震
災
に
よ
っ
て
横
浜
は
壊
滅
的
な
打

撃
を
受
け
、
前
川
写
真
館
も
焼
失
し
た
。
そ

う
し
た
な
か
、
写
真
師
の
秋
山
轍
輔
は
『
写

真
月
報
』
第
二
八
巻
第
一
一
号
に
お
い
て
、

「
前
川
謙
三
氏
は
一
家
無
事
に
本
牧
に
避

難
さ
れ
た
こ
と
は
、
全
滅
の
横
浜
で
は
幸
福

な
こ
と
で
あ
る
と
御
悦
び
を
申
す
外
は
な
い

の
で
あ
る
」
と
、
罹
災
し
た
前
川
謙
三
の
様

子
を
伝
え
て
い
る
。
写
真
館
を
失
っ
た
も
の

の
、
謙
三
の
一
家
は
難
を
逃
れ
た
。

そ
の
後
、
横
浜
市
の
要
請
を
受
け
た
謙
三

は
、
門
下
生
と
と
も
に
罹
災
地
の
撮
影
を

行
っ
た
ほ
か
、
前
川
写
真
館
は
一
二
月
に
営

業
を
再
開
、
弁
天
通
三
丁
目
に
バ
ラ
ッ
ク
小

屋
の
店
舗
を
建
て
た
。
一
九
二
四
（
大
正
一

三
）
年
一
月
七
日
の
『
横
浜
貿
易
新
報
』

に
は
、
「
復
興
の
芽
生　

営
業
開
始　

前
川

写
真
館
」
の
広
告
が
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に

震
災
一
周
年
に
は
、
弁
天
通
の
追
悼
会
で
自

ら
が
撮
影
し
た
震
災
写
真
を
公
開
し
、
多
く

の
人
を
集
め
た
（『
横
浜
毎
朝
新
報
』
一
九

二
四
年
八
月
三
〇
日
）
。
謙
三
は
大
き
な
苦

難
を
乗
り
越
え
、
写
真
館
の
再
建
を
図
っ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

謙
三
は
写
真
館
の
経
営
だ
け
で
な
く
、
市

内
同
業
者
の
技
術
向
上
に
も
努
め
、
一
九
二

七
（
昭
和
二
）
年
一
二
月
に
「
親
光
会
」
と

い
う
写
真
材
料
の
研
究
会
を
結
成
し
た
。
確

認
で
き
る
限
り
、
こ
の
研
究
に
は
、
岡
本
三

朗
、
福
田
福
太
郎
、
安
藤
不
二
夫
、
石
井
周

三
、
夏
目
厚
、
加
藤
藤
太
郎
、
志
村
永
太
郎
、

松
島
友
三
郎
な
ど
の
市
内
写
真
館
の
主
た
ち

が
加
わ
っ
て
い
た
。
同
会
は
定
期
的
な
研
究

会
だ
け
で
な
く
、
旅
行
や
忘
年
会
な
ど
を
行

い
、
相
互
の
親
睦
を
深
め
て
い
た
。

ま
た
、
謙
三
と
丸
木
利
陽
同
門
生
と
の
結

束
も
固
く
、
井
口
義
雄
や
米
村
清
治
な
ど
丸

木
の
弟
子
た
ち
も
前
川
写
真
館
を
訪
ね
、
横

浜
の
写
真
師
た
ち
と
交
流
し
て
い
っ
た
。
謙

三
は
全
国
の
写
真
師
と
横
浜
の
写
真
師
を
繋

ぐ
役
割
も
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
写
真
芸
術
の
普
及
を
め
ざ
す
横
浜

写
友
会
（
主
宰
・
安
藤
不
二
夫
）
に
も
謙
三

は
特
別
会
員
と
し
て
加
わ
り
、
写
真
芸
術
を

志
す
人
々
の
指
導
に
あ
た
っ
た
。
こ
の
よ
う

に
関
東
大
震
災
後
の
横
浜
の
写
真
界
に
お
い

て
謙
三
は
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
。

一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
一
月
、
写
真

専
門
学
校
を
卒
業
し
た
順
三
が
写
真
館
の
運

営
に
加
わ
る
な
ど
、
前
川
写
真
館
の
経
営
は

安
定
し
て
い
た
が
、
順
三
は
僅
か
六
ヶ
月
で

陸
軍
に
徴
集
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
謙
三
も
戦

況
の
悪
化
と
と
も
に
長
野
へ
疎
開
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
一
方
、
前
川
写
真
館
は
一
九
四

五
（
昭
和
二
〇
）
年
五
月
二
九
日
の
横
浜
大

空
襲
に
よ
っ
て
再
び
焼
失
し
て
し
ま
う
。

敗
戦
後
、
高
射
砲
部
隊
に
い
た
順
三
は
無

事
に
復
員
し
、
謙
三
は
そ
れ
を
大
い
に
喜
ん

だ
。
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
末
、
再
び

親
子
で
写
真
館
を
や
ろ
う
と
横
浜
に
戻
る
が
、

老
年
の
謙
三
は
風
邪
を
拗
ら
せ
て
し
ま
い
、

翌
年
三
月
一
日
に
療
養
先
の
伊
東
温
泉
で
生

涯
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
享
年
73
。

【
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【写真⑦】前川謙三を囲む丸木同窓会と親光会のメンバー
昭和戦前期　前川写真館前　前川淨二家資料

【写真⑥】前川写真館を訪れる外国人
 大正末期　前川写真館前　前川淨二家資料

【写真8】晩年の前川謙三と家族・門下生（第14回前川同門会にて）
1943年8月25日　前川写真館スタジオ　前川淨二家資料




